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１【提出理由】

　当社は、平成28年３月25日開催の取締役会において、子会社取得を行うことを決議いたしましたので、金融商品取引

法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第８号の２の規定に基づき、本臨時報告書

を提出するものであります。

 

２【報告内容】

（１）取得対象子会社の概要

　　① 商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

商号 株式会社ＤＳＫグループ

本店の所在地 東京都品川区西五反田一丁目３番８号

代表者の氏名 代表取締役　森下將典

資本金の額 80百万円

純資産の額 379百万円

総資産の額 852百万円

事業の内容
持株会社（「どさん子」「みそ膳」「藤平」ブランドによる、ラーメン店の直営店の
運営・フランチャイズチェーン展開を行う会社の株式を保有）

 

 
　　② 最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益、経常利益及び純利益

   　　　（単位：百万円）

 　　平成25年３月期 　　平成26年３月期 　　平成27年３月期

売上高 　　　　　　　　　2,346 　　　　　　 　　　2,228                   2,247

営業利益 　　　　　　　　　▲225 　　　　　　　　　　▲99                   ▲129

経常利益 　　　　　　　　　▲221                   ▲135                   ▲145

当期純利益 　　　　　　　　　▲396                    ▲81                      93
 

 
　　③ 提出会社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

資本関係 該当事項はありません。

人的関係
当社取締役である森下將典が、株式会社ＤＳＫグループおよびその100％子会社であ
る株式会社どさん子の代表取締役を兼務しております。また当社代表取締役会長であ
る檜垣周作が、株式会社どさん子の取締役を兼務しております。

取引関係
該当事項はありません。なお当社は、株式会社どさん子から、商品を仕入れておりま
す。

 

 
（２）取得対象子会社に関する子会社取得の目的

　当社は現在、焼肉、居酒屋等の外食フランチャイズを中心に全国で442店舗を展開しておりますが、平成25年度よ

り「食のバリューチェーンを構築する」という目標を掲げて外食から生産事業への進出を果たし、多層的な付加価値

を生み出すビジネスモデルの構築に取り組んでおります。また、これを実現するための４つの戦略として「既存ブラ

ンドの競争力強化と成長」、「ブランド・ポートフォリオの多様化」、「海外市場への進出」、「食品生産事業と六

次産業化」への取り組みを掲げ、更なる成長を目指しております。

　一方株式会社ＤＳＫグループ（以下、「ＤＳＫ」といいます）は、50年以上の歴史を有する老舗ラーメン「どさん

子」などを運営する株式会社どさん子の株式を100％保有する持ち株会社であります。株式会社どさん子は「札幌ラー

メンどさん子」で知られるラーメンチェーンを全国規模で展開するとともに、日本の外食業態において初めてフラン

チャイズシステムを導入したラーメン業界のパイオニアであります。「どさん子」チェーンは1980年代に、全国で

1,200店舗を超えるなど、創業以来、順調に事業成長を果たしてきましたが、近時のラーメン業界の競争激化やフラン

チャイズの減少により業績が低迷してきておりました。このような状況下で平成25年12月より、ＨＳＩＧの親会社で

ある阪神酒販株式会社を中心とする企業集団（以下、「阪神酒販グループ」といいます）の下で「どさん子リブラン

ドプロジェクト」を開始し、「一風堂」を運営する株式会社力の源カンパニーの協力を得て、店舗内外装・味および

サービス手法を一新した新「どさん子」ブランドを開発し、平成26年より国内および海外（フランス、米国および
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オーストラリア）において新「どさん子」店をオープンするなど、新たな成長を目指す段階に来ております。なお、

株式会社どさん子は、当社子会社の株式会社とり鉄とコラボレーションした店舗をオーストラリアのメルボルン市に

開店しております。これは１つの店舗でより幅広いカテゴリーの和食メニューを楽しみたいという、海外店舗のお客

様の需要に応えたものであり、現地では好評を博しております。

　当社とＤＳＫは、阪神酒販グループ内で、ＨＳＩＧを共に親会社とする兄弟会社の関係にあります。阪神酒販グ

ループでは現在、より迅速かつ機動的な決定および効率的な業務遂行が行われるよう、グループ内再編を進めており

ますが、当社の下に外食企業を集約することで、当社としては、 (ⅰ)ポートフォリオを多様化することが出来る、

(ⅱ)既に海外に進出しているＤＳＫの海外店舗運営ノウハウ、人材リソースや食材調達等のインフラ等を共有でき、

当社ブランドでの海外展開を促進できる、(ⅲ)当社グループの「食のバリューチェーン」を充実させることが出来

る、というメリットを見込んでおります。また、ＤＳＫとしては、(ⅰ)当社の物流網を使うことで、原価の引き下げ

が図られる、 (ⅱ) 上場会社の直接の子会社となることで、信用力強化が図られ、積極的な新規直営店出店や店舗改

装の投資が出来るようになる、さらに（ⅲ）本部機能の一部を当社と共有することで、本部経費の削減ができる、と

いうメリットが見込まれます。

 平成27年９月より当社、ＤＳＫおよびＨＳＩＧの三者で協議を続けてきましたが、上記のメリットが見込まれること

から、この度本株式取得に至った次第であります。

 

（３）取得対象子会社に関する子会社取得の対価の額

株式会社ＤＳＫグループの普通株式 　　　730,000千円

アドバイザリー費用等（概算額） 　　　　1,700千円

合計（概算額） 　　　731,700千円
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